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会 期 11
2019

13／ ～16
［水］ ［土］

17
［日］

※

理事会・帰国日

会 場 都市センターホテル
東京都千代田区平河町 2-4-1

主催：TAFISA、TAFISA-JAPAN（日本スポーツ協会、健康・体力づくり事業財団、笹川スポーツ財団、日本レクリエーション協会）  後援（予定）：スポーツ庁、厚生労働省
問い合わせ先：TAFISAワールドコングレス2019東京 運営事務局  tafisa-reg@congre.co.jp

スポーツ・フォー・オール ～伝統と革新～

11/14［木］は、オリンピック開催都市連合「Smart Cities & Sport Summit 2019」との合同イベントになります

お申し込みはWebから

参加費

TAFISA会員 48,000円
非TAFISA会員 62,000円
学 生 25,000円

 一 般
 11月14日木 13,000円

 11月15日金 12,000円

 学 生
 11月14日木 8,000円

 11月15日金 8,000円

1日券 ※食事代別途



第26回
TAFISAワールドコングレス2019東京

TAFISA（The Association For International Sport for All）とは、世界170か国・地域に350を越える
団体を持つスポーツ・フォー・オールの国際統轄団体で、本部はドイツのフランクフルトに設置されています。
2年に1度、世界的なスポーツ・フォー・オール及び身体活動の会議として、
TAFISAワールドコングレスを開催しています。

TAFISAとは

基調講演

メインテーマ

鈴木 大地 スポーツ庁長官（予定） Prof. Stuart Biddle サザンクイーンズランド大学

スポーツ・フォー・オール ～伝統と革新～

プログラム（予定）

11月13日（水） 11月14日（木） 11月15日（金） 11月16日（土）

午 前 オープニングセレモニー
基調講演
鈴木 大地 スポーツ庁長官（予定）
Prof. Stuart Biddle 
サザンクイーンズランド大学（オーストラリア）

ディベート 
「 スポーツ・フォー・オール  

〜伝統と革新」
登壇者： アフリカスポーツ連合

NIKE（アメリカ）
ブルーアース財団（オーストラリア） 
他

運動会（アクティビティプログラム）

全参加者で伝統的な�
「日本の運動会」を体験
（�レクリエーション各種、超人スポーツ、
ボッチャ、Airバドミントン等の体験会
も同時開催）

オリンピック開催都市連合との 
合同セッション
パネルディスカッション 

「 スマートシティと 
スポーツ・フォー・オールの融合」

登壇者：Sari Essayah
IOCスポーツ＆アクティブソサイエティ委員長
他

ワークショップ 
「 TAFISAミッション2030： 

スポーツ・フォー・オールムーブメントの 
SDGsへの貢献」

午 後 分科会  
「スポーツとコミュニティ形成」
“�スポーツ・フォー・オールにおける�
男女平等”
“世界のアクティブシティ”
“アクティブシティへのイノベーション”
“スポーツによるより良い世界に向けた協働”

分科会（テーマ＆事例紹介国）

“Happy�Aging”��
〜スポーツが幸せな長寿を創る〜
� トルコ、ルーマニア、韓国�他
“Made�to�Play”※
� ドイツ、フィリピン、ブラジル�他
“Design�Your�Policy”��
〜スポーツ政策を形成する〜
� サウジアラビア、スイス、ロシア�他
“Impact�Through�Innovation”��
〜スポーツ・イノベーションが社会を変える〜
� マレーシア、イギリス、ドイツ�他
※�Made�to�Playは、TAFISAが支援するNIKEによる
子どもの身体活動推進プログラムです。

フリータイム
（�希望者には有料のオプショナルツアーあり）

ポスター発表会

夕 方 ネットワーキング 
カクテル

ウエルカムレセプション
スチューデント・ポスター・アワード表彰式 他

TAFISA総会
（対象：TAFISA加盟団体関係者のみ）

クロージングセレモニー＆ 
ガラディナー

日本スポーツ協会公認指導者義務研修及び健康・体力づくり事業財団認定の健康運動指導士・健康運動実践指導者の登録更新単位の取得可。詳細は公式サイトの参加登録頁に掲載。

＝同時通訳


